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DMG森精機株式会社
広報・マーケティング部
広報グループ

会社紹介
DMG森精機の取り組み紹介

DMG森精機株式会社
取締役副社⾧
藤嶋 誠
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アジェンダ

✓DMG森精機の取り組み
✓DMG森精機CIRCULARの取り組み
✓DMG MORI キャステックの取り組み
✓AM（アディティブ・マニュファクチャリング）の活用
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MX(マシニング・トランスフォーメーション）

工程集約 → 自動化 → GX

DX
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MX(マシニング・トランスフォーメーション）
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DMG MORIの開発・製造現場でMX（行程集約・自動化・DX・GX）を体現



62024/09/02 |藤嶋素形材産業ビジョン策定委員会



2024/09/02 |藤嶋素形材産業ビジョン策定委員会 7

DMG森精機CIRCULARの取り組み
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DMG森精機CIRCULARの取り組み

廃却された機械からの鋳物を原料化
廃却される工作機械を最新の工作機械に生まれ変わる。
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DMG森精機CIRCULARの取り組み

機械加工で排出される切りくず
選別することで鋳物材料になる。

2025年回収予定量
・伊賀事業所 310ｔ/年
・協力企業様 330ｔ/年

廃却機の鋳物（480t）板金(50t）の再利用と、
加工時の切り粉による鋳物の材料調達（640t）
2024年度約560ｔ → 2025年度1170ｔ

 2025年:CO 削減量を約1840ｔ削減

2025年度 CO 削減量の目標
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DMG MORI キャステックの取り組み

- DMG森精機の工作機械用鋳物部品を生産
- 環境に配慮した最新鋭の電炉の導入と、従来海外の取引先から輸入していた鋳物部品を

DMG MORIキャステックからの調達に切り替えることでCO₂排出量削減

島根
DMGMORIキャステック
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DMG MORI キャステックの取り組み

キュポラ溶解炉 高周波電気炉

 左列＝対策無しの CO2 排出量 

右列＝対策有りの CO2 排出量 

※キャステック本社工場 Scope1,Scope2のCo₂排出量



2024/09/02 |藤嶋素形材産業ビジョン策定委員会 12

AM(アディティブ・マニュファクチャリング）

LASERTEC 30 SLM 3rd Gen.LASERTEC 3000 DED hybrid 
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ドローバー加工工程へのLASERTEC 3000 DED hybrid の活用）

LASERTEC 3000 DED hybrid による圧倒的な工程集約・工程短縮
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* 中部電力の2021年度CO2 排出係数(kg-CO2/kWh) 0.382 を使用し、算出。

コスト

-80%

リードタイム

-90%

CO2排出量

-67%

1 2 6

他社へ外注

荒加工 熱処理 応力除去 仕上加工 クロムメッキ処理 研削

3 4 5

1台 2工程で実行
荒加工- DEDコーティング - 仕上加工 - 研削2 時間

14 日

* 輸送時に発生するCO2排出量は含まず。

その他の効果

✓ クロムメッキを使用しない低環境負荷な工程

✓ 輸送に関わるCO2排出量削減

11工程で実施
クロムメッキ処理は外注


